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無限に広がる穏やかな波に未来永劫と平和な暮らしへの願いが込められた文様。
この文様の由来は遠くシルクロードまで遡るとされており、これを本学の校章（３つの波）に重ね合わせ、
地域を知り世界を知ることの象徴として、本学の情報発信媒体である学報の名称に採用しました。

学事日程（2023年4月～9月）
月 日

1日(土)
1日(土) ～ 4日(火)
3日(月)・4日 (火)
5日(水)

3日(木) 
4日(金) 
9日(水)・10日(木)
16日(水) ～ 31日(木)

4日(月)
15日(金) ～ 20日(水)
21日(木)
29日(金)

20日(木)
25日(火)・26日(水)
27日(木) ～ 8月2日(水)

4月

5月
6月

7月

8月

9月

地域理解ゼミナール合同発表会（2年生）
補講日
春学期定期試験期間

試験予備日
学生夏季休業開始
追試験
集中講義期間

秋学期卒業者発表・成績発表
履修登録期間
授業開始
9月卒業式

2日(金)
10日(土)

創立記念日授業日
個別面談・父母の会総会（予定）

入学式
履修登録期間（新入生）
ガイダンス・健康診断
授業開始

行　　　事　　　等

ゼミや部活動、学内イ
ベント、学生の日常など
本学の魅力を学生の目
線で積極的に取材し、
SNSで発信しています。
ぜひご覧ください。

お申し込み・お問合せ ☎0120-787-124（入試・広報課）
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CAMPUS TOPICS
部活動・サークル活動
授業紹介
図書館だより
キャリアサポート
地域とのつながり
ネットの大学managara
INFORMATION

３
４
５
６
７
９
10
11

特集
「AI活用人材育成プログラム」
導入

( 担当窓口　新潟産業大学 総務課　Tel.0257-24-6655　E-mail:soumu@ada.nsu.ac.jp)

　新潟産業大学では、教育研究活動全般の充実･発展を図るため、広くご寄付をお願いしております。いただきましたご
寄付は、｢地域社会や企業を主体的に支える人材の育成｣という本学のミッション達成のために活用させていただきます。
何卒、皆様の格別のご支援をお願い申し上げます。

新潟産業大学基金
ご支援のお願い

春の特別オープンキャンパスを
開催します
春の特別オープンキャンパスを
開催します

・学部、学科概要説明
・入試、奨学制度概要説明
・キャンパスツアー
・在学生とのフリートークなど

内容

※最新の情報は本学ホーム
ページをご覧ください。
　４月以降の日程も随時更新
予定です。

※申請には世帯収入、もしくは保有する資格検定等の条件がございます。詳しくは本学HPをご確認、または入試・広報課までお問い合わせください。
◎返還不要　◎原則4年間給付を継続　◎年間30万円（4年間で120万円）の給付型奨学金

給付型奨学金　　　　　　　　  を新設しました愛称：シン・スリーブルー

学生広報チームが様々な
情報を発信しています
学生広報チームが様々な
情報を発信しています 【開催日】

令和5年３月25日（土）

1

Twitter
＠NSU_gakuseikoho

Instagram
nsu_gakuseikoho

本学独自

表紙の写真「ほの灯りの魔力」
この写真は、本学写真部で活動する文化経済
学科1年の本田翔大さんの作品です。また、写
っている女性も本学写真部に所属する、文化経
済学科2年の阿達舞華さんです。
「2022年9月、3年ぶりに開催された『たかだ竹あ
かり』にお邪魔させていただいた際に撮った写真
です。ほのかな灯りを放つ竹灯籠に囲まれた浴
衣姿に、どこかいつも見ている日常の姿とはかけ
離れた魔力のようなものを感じ、気がつくと写真に
収めていました。」とコメントを寄せてくれました。
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〈
プ
ロ
グ
ラ
ム
導
入
の
経
緯
〉

Ａ
Ｉ
は
近
年
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
進
歩
し
、

人
々
の
生
活
に
身
近
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
日
本
で
は
Ａ
Ｉ
を
活
用
で
き
る

Ｉ
Ｔ
人
材
が
２
０
３
０
年
に
は
お
よ
そ
80
万
人

不
足
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

課
題
を
解
決
す
べ
く
、
関
西
学
院
大
学
が
日
本

Ｉ
Ｂ
Ｍ
株
式
会
社
と
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
Ａ
Ｉ
活
用
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
共
同
開
発
し
ま
し
た
。こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

２
０
２
１
年
８
月
に
内
閣
府
・
文
部
科
学
省
・

経
済
産
業
省
に
よ
る
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
・
Ａ
Ｉ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
定
制
度
（
リ

テ
ラ
シ
ー
レ
ベ
ル
）」
の
認
定
を
受
け
、
多
く

の
企
業
や
自
治
体
等
へ
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
学
で
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
他
大
学
に

先
駆
け
通
学
制
課
程
と
通
信
教
育
課
程
「
ネ
ッ

ト
の
大
学
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ
ａ
ｒ
ａ
」
の
全
学
に
お

い
て
、
２
０
２
２
年
春
学
期
よ
り
導
入
し
ま
し

た
。
通
信
教
育
課
程
の
学
生
も
含
め
春
学
期
は

64
名
、
秋
学
期
は
24
名
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
活
用
は
、
地
方
創
生
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分

野
の
発
展
に
お
い
て
必
須
と
も
い
え
る
知
識
で

す
。
新
し
い
時
代
感
覚
を
も
っ
て
企
業
経
営
や

地
域
社
会
で
活
躍
で
き
る
Ａ
Ｉ
活
用
人
材
の
育

成
に
、
本
学
は
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。

特集
 「

Ａ
Ｉ
活
用
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
導
入

　
　
変
化
す
る
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
第
４
次
産
業
革
命
を
支
え
る
人
づ
く
り

学
長
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ

新
潟
産
業
大
学　

学
長　

梅
比
良　

眞
史

私
た
ち
は
新

し
い
情
報
に

よ
っ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を

選
び
、
自
ら
を

更
新
し
ま
す
。

そ
し
て
こ
れ
か

ら
の
社
会
も

日
々
更
新
さ
れ

ま
す
。
産
業
界

も
ビ
ジ
ネ
ス
環

境
の
激
し
い
変

化
に
対
応
し
、

デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、
顧
客
や
社
会
の

ニ
ー
ズ
を
も
と
に
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
変
革
す
る
と
と
も
に
、
業
務
や
、
組
織
、
企
業
文
化

を
変
革
し
、
競
争
上
の
優
位
性
を
確
立
す
る
、
い
わ
ゆ
る

Ｄ
Ｘ
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
はSociety 

５
．０
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
（Internet of Things

）
で
全

て
の
人
と
モ
ノ
が
つ
な
が
り
、
様
々
な
知
識
や
情
報
が
共

有
さ
れ
、
今
ま
で
に
な
い
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
こ
と

で
、
社
会
の
問
題
や
困
難
が
克
服
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
サ
イ
バ
ー
空
間
に
集
ま
っ
た
情
報
は
Ａ
Ｉ
が
解
析

し
、
現
実
空
間
に
戻
さ
れ
て
、
経
済
発
展
や
社
会
的
課
題

を
解
決
す
る
社
会
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
未
来
図
を
描
い
て
も
、
Ａ
Ｉ
を
含

め
て
そ
れ
を
動
か
す
の
は
人
間
で
す
。
そ
の
人
間
を
育
て
る

た
め
、
い
ま
新
潟
産
業
大
学
は
、
通
信
教
育
課
程
を
開
設
し
、

通
学
制
で
も
Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
で
学
生
一
人
ひ
と
り
が
自
分
用
の

パ
ソ
コ
ン
を
も
つ
の
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
そ
れ
を
活

用
し
て
課
題
解
決
に
取
り
組
む
授
業
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
今
年
度
か
ら
導
入
し
た
「
Ａ
Ｉ
活
用
人
材
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
春
学
期
に
は
１
講
座
64
名
の
受
講

者
（
昨
年
度
設
置
し
た
通
信
教
育
課
程
と
大
学
院
を
含
め

る
）
の
う
ち
45
名
に
修
了
証
と
オ
ー
プ
ン
バ
ッ
ジ
が
付
与

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
サ
イ
バ
ー
仮
想
空
間
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
現
実

空
間
が
高
度
に
融
合
し
た
「
超
ス
マ
ー
ト
社
会
」
を
生
き

て
い
く
た
め
に
、
新
潟
産
業
大
学
で
は
文
系
と
か
理
系
と

か
の
垣
根
を
越
え
て
世
界
を
理
解
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
自
分

事
と
し
て
考
え
て
行
動
す
る
た
め
の
学
び
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
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～
入
門
科
目
～

「
Ａ
Ｉ
活
用
入
門
」

Ａ
Ｉ
に
関
わ
る
技
術
や
事
例
、
ツ
ー
ル
等
を
幅
広
く
学
び
、

基
礎
的
知
識
・
ス
キ
ル
を
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で
活
用
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

～
基
礎
科
目
①
～

「
Ａ
Ｉ
活
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
入
門
」

Ａ
Ｉ
の
各
機
能
（
言
語
、
画
像
、
音
声
な
ど
）
の
概
要
や

使
い
方
、
事
例
を
中
心
に
学
び
、
そ
れ
ら
を
実
際
の
ビ
ジ
ネ

ス
現
場
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

～
基
礎
科
目
②
～

「
Ａ
Ｉ
活
用
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
入
門
」

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
関
わ
る
技
術
や
事
例
、
知
識
等
を

中
心
に
学
び
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
用
い
て
実
際
の
ビ
ジ
ネ
ス

現
場
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
～
実
践
科
目
～

「
Ａ
Ｉ
活
用
機
械
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
演
習
」

機
械
学
習
・
深
層
学
習
に
関

す
る
基
礎
的
な
知
識
を
学
び
、

そ
れ
ら
の
実
装
他
の
た
め
に
必

要
な
「Python

」
を
用
い
た
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ス
キ
ル
を
習
得

す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

★
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
知
識
を
身
に
付
け
、 

そ
れ
を
活
用
し
て
諸

問
題
を
解
決
で
き
る
「
Ａ
Ｉ
活
用
人
材
」
を
目
指
す
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
す
。

　

初
学
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
設
計
さ
れ
て
い
る
の
で
、
文
系

理
系
に
関
係
な
く
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
と
パ
ソ

コ
ン
が
あ
れ
ば
受
講
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
な

の
で
、
理
解
で
き
る
ま
で
何
度
も

繰
り
返
し
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
Ａ
Ｉ
に
よ
る
Ｔ
Ａ
（
テ
ィ
ー
チ

ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
て
い
る
の
で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
講

義
に
関
す
る
質
問
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

★
講
義
動
画
を
す
べ
て
視
聴
し
テ
ス
ト
に
合
格
す
る
こ
と
で
、

通
学
制
課
程
・
通
信
教
育
課
程
と
も
に
単
位
と
し
て
認
定
さ

れ
ま
す
。

★
各
科
目
を
修
了
す
る
と
、資
格
・
ス
キ
ル
・
能
力
を
示
す
「
修

了
証
」
と
「
オ
ー
プ
ン
バ
ッ
ジ
」（
国
際
標
準
規
格
に
則
っ
た

デ
ジ
タ
ル
証
明
書
）
が
発
行
さ
れ
ま
す
。
Ａ
I
活
用
人
材
と

し
て
、
就
職
活
動
時
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
繋
が
り
ま
す
。

経
済
経
営
学
科
１
年　
田
中　
脩
斗
さ
ん

①
受
講
し
た
理
由
は
？

先
生
か
ら
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
部
活
を

し
て
い
る
の
で
、
自
分
の
空
い
て
い
る
時
間
を
使
っ
て
柔
軟

に
受
講
が
で
き
る
と
こ
ろ
に
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

②
受
講
し
た
感
想
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
Ａ
Ｉ
」
と
い
う
と
ロ
ボ
ッ
ト

や
Ｓ
ｉ
ｒ
ｉ
だ
け
だ
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
日
常
の
中
に
Ａ
Ｉ
は

意
外
と
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ

と
、
そ
れ
が
多
く
の
仕
事
に
活
か

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
こ
こ
で
身
に
付
け
た
知
識
を
、

将
来
就
く
職
業
で
も
活
か
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

経
済
経
営
学
科
３
年　
浦
澤　
瑠
音
さ
ん

①
受
講
し
た
理
由
は
？

私
は
大
学
卒
業
後
Ｉ
Ｔ
関
連
の
企
業
で
働
き
た
い
と
考
え

て
い
て
、
Ａ
Ｉ
の
知
識
は
仕
事
で
も
活
か
す
こ
と
が
で
き
そ

う
だ
な
、
と
思
い
受
講
を
決
め
ま
し
た
。

②
受
講
し
た
感
想
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

普
段
聞
き
な
れ
な
い
専
門
用

語
が
多
く
、
少
し
難
し
い
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
と

面
白
く
な
っ
て
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
基

礎
的
な
知
識
が
身
に
付
い
た
と
実

感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
も
勉
強
し

て
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た

い
で
す
。

２
名
と
も
「
Ａ
Ｉ
活
用
入
門
」「
Ａ
Ｉ
活
用
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ

ザ
イ
ン
入
門
」「
Ａ
Ｉ
活
用
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
入
門
」
を
受
講

２
０
２
３
年
度
よ
り

科
目
概
要

特
徴

Ａ I 活用人材育成プログラム授業画面

「修了証」（上）と
「オープンバッジ」（下）

受
講
学
生
の
声
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10
月
15
日
（
土
）
に
本
学
に
お

い
て
「
第
34
回
紅
葉
祭
」（
学
園
祭
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
燦
化
」。
サ
ン
カ
と
読
み
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
制
限
が
あ

る
中
、
紅
葉
祭
を
と
お
し
て
輝
い
て

ほ
し
い
、
素
晴
ら
し
い
思
い
出
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め

ら
れ
た
『
燦
化
』
で
す
。

当
日
は
晴
れ
て
紅
葉
祭
日
和
と

な
り
、
学
生
た
ち
は
模
擬
店
（
ハ
ン

バ
ー
グ
、
や
き
そ
ば
、
水
餃
子
、
牛

串
、
豚
汁
、
ク
レ
ー
プ
、
ポ
ッ
ポ
焼

き
、
ベ
ビ
ー
カ
ス
テ
ラ
、
チ
ョ
コ
バ

ナ
ナ
な
ど
）
や
お
茶
会
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
吹
奏
楽
部
の
演

奏
、
軽
音
楽
部
の
ラ
イ
ブ
、
写
真
部

の
作
品
展
示
、
私
の
主
張
（
学
生
に

よ
る
ス
ピ
ー
チ
）
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
そ
の
他
に
も
日
頃
の
学
修
成
果

を
発
表
す
る
「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
発
表
会
」

や
書
道
部
の
作
品
展
示
、
メ
イ
ン
ス

テ
ー
ジ
で
は
軽
音
楽
部
の
ラ
イ
ブ
や

ビ
ン
ゴ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
学
内
関
係
者
の

み
で
の
開
催
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
も
万
全
に

準
備
を
進
め
、
有
意
義
な
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
い
く
つ
か

紹
介
し
ま
す
。

「
私
の
主
張
㏌
産
大
」

（
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
）

中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
留
学
生
や
日
本
の
学
生
が
参
加

し
ま
し
た
。

「
教
え
合
う
こ
と
か
ら
愛
情
が
生

ま
れ
る
」「
日
本
に
来
て
か
ら
私
は

す
べ
て
変
わ
り
ま
し
た
」「
地
域
社

会
と
未
来
へ
の
希
望
」
な
ど
の
演
題

で
ス
ピ
ー
チ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

来
場
者
か
ら
は
、「
ス
ピ
ー
チ
に
信

念
が
あ
っ
た
」「
と
て
も
心
に
届
く

ス
ピ
ー
チ
で
し
た
」「
発
表
し
て
い

る
学
生
の
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
」「
大
学
生
活
が
み
ん
な
に
と
っ

て
良
い
経
験
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
」
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
各
種
模
擬
店
」

学
内
に
は
美
味
し
そ
う
な
食
べ
物

を
提
供
す
る
模
擬
店
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。

模
擬
店
終
了
後
に
行
わ
れ
た
「
模

擬
店
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
優
勝
に
輝
い

た
の
は
ハ
ン
バ
ー
グ
と
ご
飯
の
「
ひ

き
肉
と
ｔ
ｏ-

ｍ
ａ
」。
惜
し
く
も

２
位
と
な
っ
た
店
舗
は
海
鮮
と
牛
串

の「
網
焼
き
屋
」。
３
位
は「
水
餃
子
」、

「
け
っ
ち
ゃ
ん
の
や
き
そ
ば
」、
ベ

ビ
ー
カ
ス
テ
ラ
と
ド
リ
ン
ク
の
「
ナ

チ
ュ
ラ
ル
カ
フ
ェ
」
で
し
た
。

「
産
大
〇
×
ク
イ
ズ
」

初
の
企
画
と
し
て
１
年
生
向
け
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

産
大
に
関
す
る
問
題
を
出
題
し
全

問
正
解
者
に
は
豪
華
景
品
が
！

ま
た
、
参
加
者
全
員
に
も
参
加
賞

あ
り
！
と
い
う
楽
し
い
企
画
で
し
た
。

「
産
大
の
学
内
に
あ
る
自
動
販
売
機

の
数
は
全
部
で
12
台
で
あ
る
」
な
ど

楽
し
い
ク
イ
ズ
が
出
題
さ
れ
ま
し
た
。

「
ビ
ン
ゴ
大
会
」

紅
葉
祭
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は

ビ
ン
ゴ
大
会
。
数
字
が
読
み
上
げ
ら

れ
る
た
び
に
、
学
生
た
ち
か
ら
た
め

息
や
喜
び
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
加
湿
器
や
パ
ズ
ル
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
グ
リ
ル
、
ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
、

高
額
な
も
の
は
ス
イ
ッ
チ
や
ア
マ
ゾ

ン
ギ
フ
ト
券
５
万
円
分
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
景
品
が
あ
り
、
会
場
に
は
歓
喜

の
声
が
響
き
わ
た
り
、
盛
り
上
が
っ

た
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
紅
葉
祭
は
昨
年
同
様
、
規

模
を
縮
小
し
て
開
催
し
ま
し
た
が
、

多
く
の
学
生
や
関
係
者
が
参
加
し
、

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
一
日

で
し
た
。

学
生
行
事
実
行
委
員
会
の
学
生
た

ち
は
今
ま
で
以
上
に
さ
ま
ざ
ま
な
ア

イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、
企
画
か
ら
運

営
ま
で
一
致
団
結
し
て
学
園
祭
を
盛

り
上
げ
る
べ
く
奮
闘
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
学
園
祭
が
大
学
生
活
の
良
い
思

い
出
の
一
つ
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

来
年
は
、
一
般
の
お
客
様
に
も
お

越
し
い
た
だ
き
、
盛
大
な
学
園
祭
が

実
施
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

第
34
回「
紅
葉
祭
」開
催

模擬店コンテスト優勝店　大人気！みんなドキドキ…　ビンゴ大会 産大○×クイズ　参加賞 GET ！

軽音楽部のライブ 写真部の作品展示

参加者のみなさん、おつかれさまでした！



CAMPUS TOPICS部活動・サークル活動
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5
月
22
日
（
日
）、
本
学
の
体
育

館
に
て
「
第
48
回　

北
信
越
学
生

空
手
道
選
手
権
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

本
学
で
開
催
す
る
こ
と
か
ら
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
対
策

を
念
入
り
に
行
い
な
が
ら
学
生
と

顧
問
で
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

本
学
空
手
道
部
は
個
人
戦
に
出

場
し
ま
し
た
。
小
柳
翔
主
将（
3
年
）

は
組
手
で
準
優
勝
、
部
員
の
小
川

虎
太
朗
（
２
年
）
は
形
で
優
勝
し
、

6
月
に
開
催
さ
れ
る
イ
ン
カ
レ
（
姫

路
市
）
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

日
々
の
練
習
を
積
み
重
ね
、
次

年
度
も
大
会
優
勝
目
指
し
て
頑

張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

10
月
30
日
（
日
）、
北
信
越
大
学

サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
2
部
の
リ
ー
グ

戦
が
終
了
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
10
勝
1
分
0
敗
で
2

部
優
勝
し
、
1
部
へ
の
昇
格
が
決

ま
り
ま
し
た
。

壬
生
大
空
海
（
2
年
）
が
得
点

王
（
18
点
）
に
、
橋
岡
尚
（
2
年
）

が
ア
シ
ス
ト
王
（
11
ポ
イ
ン
ト
）

に
な
り
、
2
部
リ
ー
グ
の
最
優
秀

選
手
に
藤
本
千
輝
（
1
年
）
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
フ
ェ

ア
プ
レ
ー
賞
も
受
賞
し
、
今
シ
ー

ズ
ン
有
終
の
美
を
飾
り
ま
し
た
。

毎
日
（
月
曜
日
の
み
オ
フ
）、
朝

6
時
か
ら
8
時
ま
で
練
習
を
積
み

重
ね
て
き
た
成
果
で
す
。

サ
ッ
カ
ー
部
の
今
後
の
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。　

8
月
30
日
（
火
）
か
ら
９
月
１

日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
た
「
第
98

回　

日
本
学
生
選
手
権
水
泳
競
技

大
会
水
球
競
技
」（
イ
ン
カ
レ
）
に

出
場
し
ま
し
た
。

本
学
水
球
部
が
創
部
さ
れ
て
以

来
、
30
年
連
続
イ
ン
カ
レ
に
出
場

し
て
お
り
、
本
学
水
球
部
の
伝
統
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
日
々
練
習
を
重
ね
て
い

る
成
果
と
言
え
ま
す
。

水
球
部
の
目
標
は
、
イ
ン
カ
レ

優
勝
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
目

標
に
向
か
っ
て
練
習
を
重
ね
、
精

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ま
、
ど
う
ぞ
応
援
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

部
活
動
・
サ
ー
ク
ル
活
動

令
和
４
年
10
月
に
学
生
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
中
の
部
活
動
関
係
に
つ
い
て
、
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

部活動・サークル活動に参加している目的（2 つまで）

回答 回答率

1: 友人を得るため 14.1%

2: 知識・教養・技術を身につけるため 20.5%

3: 趣味と一致しているから 18.9%

4: 学生生活を楽しむため 22.9%

5: 教職員・友人との交流を深めるため 4.0%

6: 居場所の確保 0.4%

7: 友人・先輩が参加しているから 2.8%

8: 大会に参加するため 10.0%

9: 参加しないと孤立するから 0.8%

10: 就職に有利だから 5.6%

Totals 100.0%

部活動・サークル活動参加の満足度（2 つまで）

回答 回答率

1: 友人・居場所を得た 30.2%

2: 知識・教養・技術が身に付いた 20.7%

3: 人格形成に役立った 13.6%

4: 技術の向上と大会に参加できた 15.3%

5: 愛校心、帰属意識が高まった 2.5%

6: 社会貢献ができた 5.0%

7: 健康増進に役立った 4.1%

8: 満足感は持てなかった 7.0%

9: その他 1.6%

Totals 100.0%

水
球
部　
イ
ン
カ
レ
出
場

サ
ッ
カ
ー
部

　
　
　
２
部
優
勝
・
１
部
昇
格

空
手
道
部 

北
信
越
大
会

　
　
　
　
　
　
優
勝
・
準
優
勝

上記のアンケート結果から、部活動やサークル活動をとおして仲間を大切にしている人が多いよう
に見受けられます。また、人とのつながりを深めながら技術や知識を積み重ね、人間形成にも役立っ
ていることがうかがえます。



授業紹介図書館だより

先生方の
オススメの本を
教えてください
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小林 健彦教授のオススメ本
『北条政子』
永井路子(著) ／
文藝春秋（文春文庫）

鎌倉殿の13人の原作の
１つです。平安時代の
終わり、鎌倉時代の初
めに生きた女性の物語です。当時、女性の
社会的地位の高かったことが分かります。
夫である源頼朝の女性関係に悩まされる姿
から、そのことがうかがえます。

中国王朝の第2代皇帝・太宗
が語ってきた言葉をまとめた
非常に有名な書です。中国

古典が教えるマネジメントの要諦、リーダー
としてあるべき手本について、時代や立場
を超えて読み続けられてきた書です。

『超約版 貞観政要』
呉兢(原作) ／夏川賀央（訳）
／ウェッジ

※本学図書館に所蔵されていない本は、公共図
書館で借りることが出来ます。各図書館ホー
ムページで検索してみてください！

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
取
組
み
に
つ
い
て

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
が
変
容
し
て
き
て
い
ま

す
。
令
和
二
年
か
ら
い
ま
だ
に
猛
威
を
振
い
続

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。
感
染
拡
大
が
、

経
済
、
教
育
、
文
化
な
ど
社
会
全
般
に
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
中
、
図
書
館
も
そ
の
禍

中
で
従
来
の
姿
か
ら
の
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
伴
い
、
足
を
運
ん
で
利

用
す
る
図
書
館
か
ら
、
自
宅
に
い
て
も
利
用
で

き
る
図
書
館
へ
。
私
た
ち
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
は

そ
の
対
応
に
迫
ら
れ
、
工
夫
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
対
面
授
業
の
復
活
に
よ
り
図
書
館
が

従
来
の
形
に
戻
る
か
と
思
い
き
や
、
電
子
化
、

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
流
れ
は
さ
ら
に
加
速
す
る
ば

か
り
で
、
変
化
へ
の
対
応
は
避
け
て
通
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
変
化
の
中
、
附
属
図
書
館
で
は
左
記
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後

は
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
電
子
対
応
資
料

の
選
定
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

茶
房
早
稲
田
文
庫

片
岡
直
樹

井
伏
鱒
二･

小
沼
丹･

五
木
寛
之
ら
の
作
家
や
新
庄
嘉

章(

仏
文)･

紅
野
敏
郎(

日
文)

ら
の
文
学
者
が
愛
好

し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
こ
の
店
は
、
昭
和
二
十
年(

一

九
四
五)

、
空
襲
で
焼
野
原
と
な
っ
た
土
地
に
民
芸
風

の
家
を
建
て
た
冨
安
龍
雄
氏
が
、
土
間
の
壁
い
っ
ぱ
い

に
棚
を
設
け
て
「
早
稲
田
文
庫
」
と
称
し
、
本
に
飢
え

て
い
た
当
時
の
学
生
た
ち
に
蔵
書
を
利
用
さ
せ
た
の
が

は
じ
ま
り
と
い
う
。

の
ち
に
改
装
さ
れ
喫
茶
店
と
な
っ
て
か
ら
も
店
内
の

書
棚
に
は
明
治･

大
正
時
代
の
作
家
の
初
版
本
が
並
ん

で
い
た
。
私
は
こ
の
「
茶
房
」
で
学
生
時
代
の
半
分
の

時
間
を
過
ご
し
た
。
と
い
う
の
も
「
茶
房
」
は
い
く
つ

か
の
学
生
サ
ー
ク
ル
の
た
ま
り
場
と
な
っ
て
い
て
授
業

の
終
わ
り
に
は
必
ず
顔
を
出
し
た
し
、
一
限
が
休
講
の

と
き
は
こ
こ
で
珈
琲
を
一
杯
注
文
し
、
結
局
あ
と
の
授

業
も
自
主
休
講
し
て
、
麻
雀
の
面
子(

メ
ン
ツ)

が
そ

ろ
う
夕
刻
に
な
っ
て
よ
う
や
く
腰
を
上
げ
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
だ
っ
た
か
ら
だ(

ち
な
み
に
こ
の
数
年
前
ま
で

産
大
の
Ｕ
先
生
は
近
所
の
雀
荘
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
た
そ
う
な)

。

店
内
に
は
数
人
で
談
笑
す
る
学
生
あ
り
、
サ
ー
ク
ル

の
勉
強
会
を
す
る
学
生
あ
り
。
十
円
玉
を
入
れ
て
か
け

る
ピ
ン
ク
電
話
の
横
に
は
サ
ー
ク
ル
ご
と
の
連
絡
帳
が

置
か
れ
て
い
て
仲
間
と
の
待
ち
合
わ
せ
や
連
絡
事
項
を

書
き
込
む
。
ケ
ー
タ
イ
な
ど
な
か
っ
た
あ
の
頃
。
そ
し

て
い
つ
も
必
ず
い
た
の
が
店
の
片
隅
で
煙
草
を
く
ゆ
ら

せ
な
が
ら
読
書
に
ふ
け
る
学
生
。

こ
の
「
茶
房
」
は
昭
和
五
十
九
年
に
惜
し
ま
れ
つ
つ

閉
店
し
た
。
当
時
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
が
高
じ
て
店
の
ス

タ
ッ
フ
と
な
っ
て
い
た
Ｋ
さ
ん
に
一
年
半
ぶ
り
に
会
っ

た
。Ｋ
さ
ん
は
店
の
雰
囲
気
や
味
を
継
承
し
、
吉
祥
寺

で
「
茶
房
武
蔵
野
文
庫
」
の
マ
ス
タ
ー
を
し
て
い
る
。

我
々
の
兄
貴
分
だ
っ
た
Ｋ
さ
ん
も
七
十
を
越
え
た
。

「
ケ
ー
タ
イ
も
い
い
ん
だ
け
ど
、
店
で
本
を
開
く
お
客

さ
ん
を
見
る
と
、
な
に
か
ホ
ッ
と
す
る
ん
だ
よ
な
」
と

Ｋ
さ
ん
。
そ
う
い
え
ば
ゆ
っ
く
り
本
が
読
め
る
喫
茶
店

は
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
た
。

（
新
潟
産
業
大
学
教
授･

図
書
館
長
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
移
動
図
書
館

今
年
度
は
、
実
際
に
使
用
し
て
い
る
テ
キ
ス

ト
や
参
考
書
、
過
去
の
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
た
ジ
ャ
ン
ル
の
書
籍
な
ど
を
、

移
動
式
ワ
ゴ
ン（
ブ
ッ
ク
ト
ラ
ッ
ク
）に
乗
せ
て

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
会
場
に
配
架
し
ま
し

た
。
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ

等
、
実
際
に
書
籍
を
手
に

す
る
こ
と
で
大
学
で
の
学

び
の
一
端
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

閲
覧
席
の
使
用
方
法
に
つ
い
て

閲
覧
室
に
お
け
る
感
染
症
防
止
対
策
と
し
て
、

間
隔
を
十
分
に
と
る
た
め
閲
覧
席
に
番
号
を
割

り
振
っ
て
座
席
指
定
を
導
入
す
る
な
ど
、
感
染

拡
大
防
止
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
利
用
者
に
使
用
前
後
の
席
の
消
毒

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
次
に
使
用
す
る
誰

か
を
思
う
こ
と
で
感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
出

来
ま
す
。
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
引
き
続
き

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
状
況
を
踏
ま
え
、
措
置
の
継
続
、
緩
和
等

の
方
針
を
柔
軟
に
検
討
し
な
が
ら
引
き
続
き
快

適
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
図
書
館
の
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
為
、
現
在
、

聴
講
生
を
除
い
て
一
般
の
方
の
図
書
館
利
用
は
ご
遠
慮

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
再
開
の
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
決
ま
り
次
第
、
本

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
図
書
館
の
お
知
ら
せ
、
ま
た
は
図
書

館
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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一
般
の
方
の
ご
利
用
に
つ
い
て

PartⅣ

産
大
の
授
業
に
フ
ォ
ー
カ
ス

教
員
に
フ
ォ
ー
カ
ス

橋本 次郎教授のオススメ本

【本学のオンラインへの取り組み】
利用案内動画をホームページに掲載

（利用ガイダンス代替として利用を検討）

電子ジャーナル・ブックへのアクセス方法を
ポータルサイト経由の認証方式へ変更

電子書籍のリモートアクセスへの対応
書籍タイトル数の充実

電子ジャーナルの
リモートアクセスへの対応

電子雑誌の導入　※館内限定サービス
（法人対応サブスクリプションサービス）

今
回
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
授
業
は
「
東
洋
史
」

で
す
。

　「ユ
ー
ラ
シ
ア
財
団from

 Asia

か
ら

　
　
　
　
助
成
を
受
け
た
東
洋
史
講
座
」

教
授　
金　
光
林

令
和
４
年
度
「
東
洋
史
」（
教
養
科
目
）
は
、

一
般
社
団
法
人
ユ
ー
ラ
シ
ア
財
団from

 Asia

の
助
成
事
業
と
し
て
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

国
内
外
か
ら
16
名
の
講
師
を
迎
え
て
、
オ
ム
ニ

バ
ス
形
式
の
授
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

１
回
目
は
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
民
族
と
国

家
・
東
ア
ジ
ア
文
明
の
特
徴
、
２
回
目
は
東
ア

ジ
ア
に
お
け
る
共
同
体
、
３
回
目
は
ユ
ー
ラ
シ

ア
大
陸
の
自
然
環
境
、
４
回
目
は
東
ア
ジ
ア
の

文
明
の
古
層
―
東
ア
ジ
ア
「
道
文
化
圏
」
の
形

成
と
そ
の
精
神
的
価
値
―
、
５
回
目
は
ア
ジ
ア

に
お
け
る
仏
教
美
術
の
地
域
的
特
色
、
６
回
目

は
中
央
ア
ジ
ア
と
東
ア
ジ
ア
の
関
係
―
そ
の
過

去
と
現
在
―
、
７
回
目
は
近
現
代
に
お
け
る
モ

ン
ゴ
ル
世
界
の
多
様
化
、
８
回
目
は
ベ
ト
ナ
ム

の
文
字
―
チ
ュ
ノ
ム
（
字
喃
）
の
世
界
―
、
９

回
目
は
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
交
流
の
様
相

―
中
国
を
見
据
え
た
韓
半
島
・
朝
鮮
半
島
と
日

本
―
、
10
回
目
は
東
ア
ジ
ア
と
は
、
11
回
目
は

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
多
元
文
化
の
共
生
―
現
代

韓
国
社
会
に
お
け
る
「
儒
教
文
化
」
―
、
12
回

目
は
建
築
設
計
か
ら
見
る
東
ア
ジ
ア
の
建
築
と

文
化
、
13
回
目
は
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
持
続
可

能
な
発
展
と
環
境
問
題
、
14
回
目
は
現
代
の
東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
人
の
移
動
―
シ
ベ
リ
ア
の
北

朝
鮮
労
働
者
を
中
心
に
―
、
15
回
目
は
真
理
の

探
究
、
16
回
目
は
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
人
的
・

文
化
的
交
流
」
の
現
状
と
課
題
で
あ
り
、
東
ア

ジ
ア
の
歴
史
・
文
明
・
自
然
・
環
境
に
つ
い
て

幅
広
い
内
容
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

授
業
は
日
本
語
を
中
心
に
行
い
ま
し
た
が
、

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
中
国
の
講
師
が
英
語
で
授
業

を
行
う
な
ど
、
学
生
に
と
っ
て
は
よ
い
刺
激
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

当
初
は
海
外
か
ら
実
際
に
本
学
へ
お
招
き

し
、
対
面
で
の
講
義
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
けZO

O
M

を
使
っ
て
の
授
業
と
な
り
ま
し
た
。
本
学
の
学

生
１
０
８
名
と
市
民
聴
講
生
６
名
が
履
修
を

し
、
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
に
よ
る
授
業
は
大
変
好

評
を
得
ま
し
た
。

東
洋
史
は
令
和
５
年
度
も
同
財
団
の
助
成
事

業
と
し
て
開
講
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
よ
り
一

層
進
化
し
た
授
業
を
目
指
し
ま
す
。

 

（
写
真
上
：
ユ
ー
ラ
シ
ア
財
団
首
席
研
究
員
鄭
氏
と
の
一

枚
、
写
真
下
：
早
稲
田
大
学
李
教
授
の
講
義
の
様
子
（
第

14
回
講
義
））

二
人
の
先
生
に
あ
れ
こ
れ
聞
い
て
み
ま
し
た
。

阿
部　
雅
明
（
教
授　
経
済
学
部
長
）

ミ
ク
ロ
経
済
学
や
開
発
経
済
学
な
ど
を
担

当
。
普
段
の
授
業
で
は
物
腰
の
柔
ら
か
い
優
し

い
イ
メ
ー
ジ
の
先
生
で
す
が
、
専
門
ゼ
ミ
で
は

学
生
と
一
緒
に
な
っ
て
稲
作
を
し
て
い
る
パ
ワ

フ
ル
な
一
面
を
も
つ
先
生
で
す
。

印
象
に
残
っ
て
い
る
出
来
事
は
？

２
０
０
８
年
か
ら
学
生
と
と
も
に
地
域
通
貨

流
通
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
が
、
一
度
だ
け
、

活
動
を
終
わ
り
に
し
よ
う
と
考
え
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

学
生
も
や
っ
と
大
変
な
作
業
か
ら
解
放
さ
れ

る
と
喜
ぶ
か
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
逆
に
こ
こ

で
や
め
た
ら
ダ
メ
だ
と
説
得
さ
れ
ま
し
た
。
継

続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
生
か
ら
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。

大
学
で
学
ん
で
ほ
し
い
こ
と
は
？

国
際
社
会
の
大
き
な
動
き
の
中
で
、
地
域
社

会
も
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
従
来
の
知
識
は

あ
っ
と
い
う
間
に
陳
腐
化
し
ま
す
。
大
学
で
は

知
識
の
習
得
も
大
事
で
す
が
、
急
激
な
時
代
の

変
化
に
対
応
で
き
る
「
柔
軟
な
も
の
の
考
え
方
」

を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
写
真
は
高
柳
町
荻
ノ

島
で
田
植
え
を
す
る
前
の

阿
部
ゼ
ミ
集
合
写
真
（
上

段
左
端
：
阿
部
先
生
））

 

上
野　
る
み
（
専
任
講
師
）

留
学
生
を
対
象
に
日
本
語
の
授
業
を
担
当
。

チ
ュ
ー
タ
ー
活
動(

※)

で
は
、
留
学
生
と
日

本
人
の
橋
渡
し
役
を
行
い
、
日
本
の
文
化
を
楽

し
く
教
え
て
い
ま
す
。
そ
の
場
が
明
る
く
楽
し

く
な
る
力
を
も
つ
、
と
て
も
チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な

先
生
で
す
。

新
潟
産
業
大
学
の
特
色
と
い
え
ば
？

様
々
な
国
籍
の
留
学
生
が
在
籍
し
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
、
留
学
生
を
支
援
す
る
日
本
人
学

生
、
チ
ュ
ー
タ
ー
た
ち
が
非
常
に
活
発
に
活
動

し
て
い
る
こ
と
で
す
。

大
学
で
学
ん
で
ほ
し
い
こ
と
は
？

日
本
人
学
生
、
留
学
生
と
も
に
交
流
を
通
し

て
文
化
や
習
慣
の
違
い
を
知
り
、
自
分
と
異
な

る
他
を
受
け
入
れ
理
解
す
る
こ
と
、
互
い
に
尊

重
し
思
い
遣
る
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
他
を
知
る
こ
と
で
自
己
を
よ
り
深
く
理

解
し
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

れ
は
多
様
性
を
理
解
し
、
受
け
入
れ
る
基
本
的

な
考
え
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
で

す
。
そ
の
学
び
は
多
様
性
の
尊
重
が
求
め
ら
れ

る
現
代
の
社
会
に
出
る
た
め
の
準
備
に
も
な
る

と
思
い
ま
す
。

※
チ
ュ
ー
タ
ー

留
学
生
が
日
本
で
の

大
学
生
活
に
慣
れ
る
た
め

の
手
助
け
を
し
、
日
本
語

能
力
向
上
の
支
援
や
、
日

本
人
学
生
と
の
交
流
促
進

を
目
的
と
し
た
活
動
を
行

う
学
生

（
写
真
は
チ
ュ
ー
タ
ー
主
催
イ
ベ
ン
ト
で
日
本
の
遊

び
を
教
え
て
い
る
様
子
（
中
央
：
上
野
先
生
））



授業紹介図書館だより

先生方の
オススメの本を
教えてください
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小林 健彦教授のオススメ本
『北条政子』
永井路子(著) ／
文藝春秋（文春文庫）

鎌倉殿の13人の原作の
１つです。平安時代の
終わり、鎌倉時代の初
めに生きた女性の物語です。当時、女性の
社会的地位の高かったことが分かります。
夫である源頼朝の女性関係に悩まされる姿
から、そのことがうかがえます。

中国王朝の第2代皇帝・太宗
が語ってきた言葉をまとめた
非常に有名な書です。中国

古典が教えるマネジメントの要諦、リーダー
としてあるべき手本について、時代や立場
を超えて読み続けられてきた書です。

『超約版 貞観政要』
呉兢(原作) ／夏川賀央（訳）
／ウェッジ

※本学図書館に所蔵されていない本は、公共図
書館で借りることが出来ます。各図書館ホー
ムページで検索してみてください！

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
取
組
み
に
つ
い
て

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
が
変
容
し
て
き
て
い
ま

す
。
令
和
二
年
か
ら
い
ま
だ
に
猛
威
を
振
い
続

け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。
感
染
拡
大
が
、

経
済
、
教
育
、
文
化
な
ど
社
会
全
般
に
多
大
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
中
、
図
書
館
も
そ
の
禍

中
で
従
来
の
姿
か
ら
の
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
伴
い
、
足
を
運
ん
で
利

用
す
る
図
書
館
か
ら
、
自
宅
に
い
て
も
利
用
で

き
る
図
書
館
へ
。
私
た
ち
図
書
館
ス
タ
ッ
フ
は

そ
の
対
応
に
迫
ら
れ
、
工
夫
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
対
面
授
業
の
復
活
に
よ
り
図
書
館
が

従
来
の
形
に
戻
る
か
と
思
い
き
や
、
電
子
化
、

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
流
れ
は
さ
ら
に
加
速
す
る
ば

か
り
で
、
変
化
へ
の
対
応
は
避
け
て
通
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
変
化
の
中
、
附
属
図
書
館
で
は
左
記
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後

は
、
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
電
子
対
応
資
料

の
選
定
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

茶
房
早
稲
田
文
庫

片
岡
直
樹

井
伏
鱒
二･

小
沼
丹･

五
木
寛
之
ら
の
作
家
や
新
庄
嘉

章(

仏
文)･

紅
野
敏
郎(

日
文)

ら
の
文
学
者
が
愛
好

し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
こ
の
店
は
、
昭
和
二
十
年(

一

九
四
五)

、
空
襲
で
焼
野
原
と
な
っ
た
土
地
に
民
芸
風

の
家
を
建
て
た
冨
安
龍
雄
氏
が
、
土
間
の
壁
い
っ
ぱ
い

に
棚
を
設
け
て
「
早
稲
田
文
庫
」
と
称
し
、
本
に
飢
え

て
い
た
当
時
の
学
生
た
ち
に
蔵
書
を
利
用
さ
せ
た
の
が

は
じ
ま
り
と
い
う
。

の
ち
に
改
装
さ
れ
喫
茶
店
と
な
っ
て
か
ら
も
店
内
の

書
棚
に
は
明
治･

大
正
時
代
の
作
家
の
初
版
本
が
並
ん

で
い
た
。
私
は
こ
の
「
茶
房
」
で
学
生
時
代
の
半
分
の

時
間
を
過
ご
し
た
。
と
い
う
の
も
「
茶
房
」
は
い
く
つ

か
の
学
生
サ
ー
ク
ル
の
た
ま
り
場
と
な
っ
て
い
て
授
業

の
終
わ
り
に
は
必
ず
顔
を
出
し
た
し
、
一
限
が
休
講
の

と
き
は
こ
こ
で
珈
琲
を
一
杯
注
文
し
、
結
局
あ
と
の
授

業
も
自
主
休
講
し
て
、
麻
雀
の
面
子(

メ
ン
ツ)

が
そ

ろ
う
夕
刻
に
な
っ
て
よ
う
や
く
腰
を
上
げ
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
だ
っ
た
か
ら
だ(

ち
な
み
に
こ
の
数
年
前
ま
で

産
大
の
Ｕ
先
生
は
近
所
の
雀
荘
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
た
そ
う
な)

。

店
内
に
は
数
人
で
談
笑
す
る
学
生
あ
り
、
サ
ー
ク
ル

の
勉
強
会
を
す
る
学
生
あ
り
。
十
円
玉
を
入
れ
て
か
け

る
ピ
ン
ク
電
話
の
横
に
は
サ
ー
ク
ル
ご
と
の
連
絡
帳
が

置
か
れ
て
い
て
仲
間
と
の
待
ち
合
わ
せ
や
連
絡
事
項
を

書
き
込
む
。
ケ
ー
タ
イ
な
ど
な
か
っ
た
あ
の
頃
。
そ
し

て
い
つ
も
必
ず
い
た
の
が
店
の
片
隅
で
煙
草
を
く
ゆ
ら

せ
な
が
ら
読
書
に
ふ
け
る
学
生
。

こ
の
「
茶
房
」
は
昭
和
五
十
九
年
に
惜
し
ま
れ
つ
つ

閉
店
し
た
。
当
時
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
が
高
じ
て
店
の
ス

タ
ッ
フ
と
な
っ
て
い
た
Ｋ
さ
ん
に
一
年
半
ぶ
り
に
会
っ

た
。Ｋ
さ
ん
は
店
の
雰
囲
気
や
味
を
継
承
し
、
吉
祥
寺

で
「
茶
房
武
蔵
野
文
庫
」
の
マ
ス
タ
ー
を
し
て
い
る
。

我
々
の
兄
貴
分
だ
っ
た
Ｋ
さ
ん
も
七
十
を
越
え
た
。

「
ケ
ー
タ
イ
も
い
い
ん
だ
け
ど
、
店
で
本
を
開
く
お
客

さ
ん
を
見
る
と
、
な
に
か
ホ
ッ
と
す
る
ん
だ
よ
な
」
と

Ｋ
さ
ん
。
そ
う
い
え
ば
ゆ
っ
く
り
本
が
読
め
る
喫
茶
店

は
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ
た
。

（
新
潟
産
業
大
学
教
授･

図
書
館
長
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
移
動
図
書
館

今
年
度
は
、
実
際
に
使
用
し
て
い
る
テ
キ
ス

ト
や
参
考
書
、
過
去
の
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
た
ジ
ャ
ン
ル
の
書
籍
な
ど
を
、

移
動
式
ワ
ゴ
ン（
ブ
ッ
ク
ト
ラ
ッ
ク
）に
乗
せ
て

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
会
場
に
配
架
し
ま
し

た
。
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ

等
、
実
際
に
書
籍
を
手
に

す
る
こ
と
で
大
学
で
の
学

び
の
一
端
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

閲
覧
席
の
使
用
方
法
に
つ
い
て

閲
覧
室
に
お
け
る
感
染
症
防
止
対
策
と
し
て
、

間
隔
を
十
分
に
と
る
た
め
閲
覧
席
に
番
号
を
割

り
振
っ
て
座
席
指
定
を
導
入
す
る
な
ど
、
感
染

拡
大
防
止
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
利
用
者
に
使
用
前
後
の
席
の
消
毒

を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
次
に
使
用
す
る
誰

か
を
思
う
こ
と
で
感
染
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
出

来
ま
す
。
利
用
者
の
み
な
さ
ん
に
は
引
き
続
き

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
状
況
を
踏
ま
え
、
措
置
の
継
続
、
緩
和
等

の
方
針
を
柔
軟
に
検
討
し
な
が
ら
引
き
続
き
快

適
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
図
書
館
の
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
為
、
現
在
、

聴
講
生
を
除
い
て
一
般
の
方
の
図
書
館
利
用
は
ご
遠
慮

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
再
開
の
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、
決
ま
り
次
第
、
本

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
図
書
館
の
お
知
ら
せ
、
ま
た
は
図
書

館
ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
大
変
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
何
卒
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新潟産業大学附属図書館　Tel.0257-24-8435　E-Mail：library@ada.nsu.ac.jp

一
般
の
方
の
ご
利
用
に
つ
い
て

PartⅣ

産
大
の
授
業
に
フ
ォ
ー
カ
ス

教
員
に
フ
ォ
ー
カ
ス

橋本 次郎教授のオススメ本

【本学のオンラインへの取り組み】
利用案内動画をホームページに掲載

（利用ガイダンス代替として利用を検討）

電子ジャーナル・ブックへのアクセス方法を
ポータルサイト経由の認証方式へ変更

電子書籍のリモートアクセスへの対応
書籍タイトル数の充実

電子ジャーナルの
リモートアクセスへの対応

電子雑誌の導入　※館内限定サービス
（法人対応サブスクリプションサービス）
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経
済
経
営
学
科
４
年

阿
部　
翔
晟

（
上
越
市　
内
定
）

私
は
大
学
入
学
当
初
か
ら
地
元
で
あ
る
上

越
市
で
の
公
務
員
就
職
を
目
標
に
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
大
学
で

の
公
務
員
試
験
対
策
講
座
や
自
宅
で
の
学
習
に

励
ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
３
年
生

の
３
月
に
な
り
就
職
活
動
が
始
ま
る
と
合
同
説

明
会
や
一
般
企
業
の
選
考
が
進
ん
で
い
き
、
少

し
焦
り
の
気
持
ち
も
出
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

両
親
や
就
職
課
の
先
生
と
も
相
談
し
、
一
般
企

業
で
の
就
職
活
動
も
公
務
員
試
験
と
同
時
進
行

で
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
自
己
分
析
や 

Ｓ
Ｐ
Ｉ
対
策
な
ど

か
ら
始
め
、
合
同
説
明
会
や
企
業
説
明
会
に
参

加
し
ま
し
た
。
就
職
活
動
中
は
就
職
課
を
最
大

限
に
活
用
し
、
面
接
対
策
や
履
歴
書
添
削
を
し

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
公
務
員
試
験
の
勉
強
の

方
も
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
一
般
企
業
の
選
考

に
関
し
て
は
、
就
職
課
の
職
員
の
方
と
の
対
策

の
成
果
も
あ
り
、
公
務
員
試
験
の
前
に
内
定
を

頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
と
は
、「
公
務
員
試
験
だ
け
だ
」
と
意
気

込
ん
で
は
い
ま
し
た
が
、
実
際
は
一
次
試
験
の

筆
記
試
験
が
合
格
で
き
る
か
と
て
も
不
安
で
し

た
。
し
か
し
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
後
悔
の
な
い

よ
う
に
頑
張
り
抜
い
た
結
果
、
無
事
に
一
次
試

験
を
突
破
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で

喜
ん
で
い
る
間
も
な
く
、
最
終
選
考
の
面
接
に

向
け
、
日
々
面
接
対
策
を
し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
日
々
の
努
力
が
実
り
、
最
終
的
に
は
目
標

で
あ
っ
た
公
務
員
就
職
の
内
定
を
勝
ち
取
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

就
職
活
動
は
、
つ
ら
い
思
い
や
大
変
な
思
い

を
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
周
り
の

方
々
を
頼
り
つ
つ
、
自
分
の
目
標
を
達
成
で
き

る
よ
う
に
、
諦
め
ず
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

文
化
経
済
学
科
４
年

大
橋　
ま
し
ろ

  （
長
岡
信
用
金
庫　
内
定
）

私
は
就
職
活
動
で
後
悔
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
就
職
活
動
の
進
め
方
で
す
。

私
は
３
年
生
の
冬
頃
か
ら
合
同
説
明
会
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
説

明
会
に
参
加
し
た
だ
け
で
就
職
活
動
が
進
ん
で

い
る
気
分
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
せ
っ
か
く

説
明
会
に
参
加
し
て
も
、
そ
の
日
に
聞
い
た
話

を
し
っ
か
り
ま
と
め
ず
、
次
に
活
か
す
こ
と
が

で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
の
経
験
を
踏
ま
え
、

皆
さ
ん
に
は
説
明
会
に
参
加
し
た
際
に
は
、
選
考

に
進
む
か
迷
っ
て
い
て
も
、
説
明
さ
れ
た
内
容
の

整
理
と
分
析
を
優
先
す
る
こ
と
を
勧
め
ま
す
。

３
月
頃
は
合
同
説
明
会
に
参
加
す
る
企
業
や

就
活
生
も
多
く
、
ど
の
企
業
の
話
を
聞
き
に
行

こ
う
か
迷
い
ま
す
が
、
５
月
、
６
月
頃
に
な
る

と
参
加
す
る
就
活
生
も
減
っ
て
い
き
、
会
場
全

体
に
あ
っ
た
企
業
の
ブ
ー
ス
も
半
分
ほ
ど
に
な

り
ま
す
。
就
職
活
動
は
長
い
よ
う
で
短
く
、
進

む
ス
ピ
ー
ド
も
速
い
で
す
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
早
く
終
わ
ら
せ
る
の
が
良
い
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
就
職
活
動
の
中
で
効
率
的
に
動
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
選
考
に
進
む
企
業
の
絞
り
方

や
面
接
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
対
策
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
な
ど
、
就
職
活
動
に
向
け
た
準

備
が
と
て
も
大
切
で
す
。

内
定
が
得
ら
れ
な
い
と
焦
り
や
不
安
が
募

り
、
就
職
活
動
を
辞
め
た
い
と
思
う
瞬
間
が
多

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
一
緒
に
い

る
友
人
で
も
内
定
の
有
無
に
よ
り
、
お
互
い
に

距
離
を
置
い
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
う
い
う
時
こ
そ
、
誰
か
に
自
分
の
気
持

ち
を
話
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
就
職
課
に
駆
け

込
ん
だ
り
、
友
人
と
選
考
の
進
み
具
合
を
共
有

し
た
り
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
の
就
職
活
動
を

見
直
す
機
会
が
作
れ
る
と
思
い
ま
す
。

初
め
て
就
職
活
動
を
す
る
訳
で
す
か
ら
、
失

敗
す
る
こ
と
は
当
た
り
前
で
す
。
気
を
張
り
す

ぎ
ず
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

経
済
経
営
学
科
４
年

山
口　
紫
音

（
㈱
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

内
定
）

私
は
３
年
生
の
６
月
頃
か
ら
就
職
活
動
を

始
め
ま
し
た
。
就
職
の
進
路
は
あ
ら
か
じ
め
考

え
て
い
た
の
で
、
志
望
先
の
会
社
説
明
会
や
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
同
業
他
社
の
説
明
会
や
合
同

企
業
説
明
会
に
も
参
加
し
、
自
分
の
行
き
た
い

業
界
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
で

き
、就
職
活
動
は
順
調
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
就
職
活
動
を
進
め
る
中
で
、
な
か
な

か
内
定
が
も
ら
え
ず
、
志
望
先
が
減
っ
て
い
く

こ
と
で
焦
り
や
不
安
な
気
持
ち
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
諦
め
ず
に
就
職
活
動
を
続

け
た
結
果
、内
定
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
が
就
職
活
動
で
良
か
っ
た
と
思
う
こ
と

は
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
部
活
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
経

験
を
、
学
チ
カ
や
自
己
Ｐ
Ｒ
に
活
か
す
こ
と
が

で
き
た
こ
と
で
す
。
資
格
試
験
に
も
挑
戦
し
合

格
し
た
こ
と
が
自
分
の
強
み
と
な
り
、
面
接
や

自
己
Ｐ
Ｒ
で
自
信
を
持
っ
て
話
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
後
輩
の
皆
さ
ん
も
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
や
部

活
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
限
ら
ず
た
く
さ
ん
の
経
験

を
す
る
こ
と
で
、
就
職
活
動
に
活
か
す
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
就
職
活
動
を
す

る
上
で
大
切
な
こ
と
は
、
周
り
の
人
を
頼
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
就
職
課
に
何
度
も

足
を
運
び
、
就
活
の
相
談
や
面
接
練
習
な
ど
を

し
ま
し
た
。内
定
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

就
職
課
の
方
々
や
友
人
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
不
安
な
と
き
は
一
人
で
考
え

ず
、
就
職
課
の
方
々
や
周
り
の
人
に
頼
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
就
職
活
動
は
う
ま
く
い
か
な
い

こ
と
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
目
指

す
進
路
に
向
け
て
後
悔
の
な
い
よ
う
、
諦
め
ず

に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
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令
和
5
年
3
月
卒
の
全
国
大
卒
求

人
倍
率
は
1
・
58
倍
と
な
り
、
前
年

の
1
・
5
倍
か
ら
や
や
上
昇
に
転
じ

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
求
人
倍

率
は
3
年
続
け
て
低
下
し
て
い
た
こ

と
を
踏
ま
え
る
と
、「
歯
止
め
」
が

か
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
業
種

別
・
従
業
員
数
別
の
求
人
倍
率
で
み

て
も
、
概
ね
大
学
生
を
取
り
巻
く
就

職
環
境
は
「
回
復
し
つ
つ
あ
る
」
と

言
え
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
伴
い
、
各
企
業
で
「
オ
ン
ラ
イ

ン
選
考
」
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
卒
の
採
用
で
は
、
81
％

の
企
業
が
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
面
接
（
双
方
向
）」

を
採
用
（
前
年
は
73
・
4
％
）
し
て

お
り
、「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
（
説
明

会
）」
に
関
し
て
は
、
86
・
5
％
が

採
用
（
前
年
は
68
・
6
％
）
し
て
い

ま
す
。
学
生
側
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
の
整
備
は
不
可
欠
で
、
オ
ン
ラ

イ
ン
選
考
は
今
後
も
継
続
す
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

採
用
活
動
の
早
期
化
も
顕
著
で

す
。
政
府
は
3
年
次
3
月
以
降
を

「
就
活
解
禁
」
と
し
て
い
ま
す
が
、

２
０
２
３
年
卒
採
用
に
お
い
て
3
年

次
12
月
以
前
に
選
考
を
開
始
し
た
企

業
は
6
・
7
％
（
前
年
は
5
・
0
％
）

と
な
り
、
選
考
の
早
期
化
は
更
に
進

む
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
（
三
密
回
避
）
が
も
た

ら
す
経
済
活
動
の
変
化
（
オ
ン
ラ
イ

ン
・
分
散
・
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
生
産
性

向
上
）
は
、
求
め
る
職
種
（
事
務
・

経
理
職
の
求
人
減
、
情
報
系
職
の
求

人
増
）
に
も
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
4
年
度
か
ら
就
職
支
援
と
し

て
、
夏
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加

を
見
据
え
て
春
学
期
に
主
要
な
就
職

セ
ミ
ナ
ー
を
集
中
さ
せ
る
一
方
、
Ｉ

Ｔ
・
情
報
通
信
分
野
の
求
人
に
対
応

で
き
る
よ
う
に
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
視
聴
に
よ

る
「
Ｉ
Ｔ
パ
ス
ポ
ー
ト
検
定
対
策
講

座
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
ま
た
、キ
ャ

リ
ア
ナ
ビ
ル
ー
ム
に
オ
ン
ラ
イ
ン
選

考
に
対
応
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。

本
学
の
強
み
は
、
学
生
と
教
職
員

の
距
離
が
近
い
こ
と
で
す
。
学
生
の

個
性
や
意
思
を
尊
重
し
た
上
で
、
丁

寧
な
就
職
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
内
定
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
」
と
い
う
認

識
を
学
生
と
共
有
し
、
卒
業
後
を
見

据
え
た
労
働
法
や
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の

セ
ミ
ナ
ー
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

本学の就職内定状況（令和 5 年 1 月末現在）
経済学部

男子 女子 合計

今
年
度

内定率（％） 90.3 92.3 90.6

内定者数 65 12 77

上場企業内定率（％） 5.0 8.3 5.6

上場企業内定者数 3 1 4

内定者数 ( 自営他除く ) 60 12 72

就職希望率（％） 96.0 76.5 92.4

就職希望者数 72 13 85

卒業予定者 75 17 92
注：外国人留学生・社会人を除く
内定率 (％）＝内定者数÷就職希望者数
就職希望率（％）＝就職希望者数÷卒業予定者数
上場企業内定率（％）＝上場企業内定者数÷ { 全内定者数－
　　　　　　　　　　　公務員合格者数＋個人経営家業内定者数 }

主な就職内定先（令和 5 年 1 月末現在）   
業 種  内定先企業名                

農業・林業 ( 有 ) トップリバー
建設業 第一建設工業㈱、アルス㈱、オムニ技研㈱

製造業 ㈱南雲製作所、㈱メイケン、大野精工㈱、大和冷機工業㈱、DXアンテナ㈱、三
陽工業㈱、㈱テック長沢、北越化成㈱、フタバフォーム印刷㈱、シマト工業㈱

電気・ガス・熱供給・水道業 ㈱ INPEX パイプライン
情報通信業 ㈱ソフトシステム、関越ソフトウェア㈱、㈱カシックス

運輸業・郵便業 ㈱リンコーコーポレーション、アチハ㈱、㈱マルニコーポレーション、越後交通㈱、
㈱新潟食品運輸

卸売業
㈱イシザカ、渡辺パイプ㈱、クロスウィルメディカル㈱、柏印柏崎青果
㈱、近藤産業㈱、新潟県酒類販売㈱、㈱デンセン、総合食品エスイー㈱
新潟営業所、昭和電機産業㈱、カナカン㈱、㈱たかだ、伊丹産業㈱

小売業
㈱アイエーオートバックス、スカイグループ、㈱クスリのアオキ、㈱きものブ
レイン、北信越ジョーシン㈱、ネッツトヨタ越後㈱、㈱オーシャンシステム、
㈱星光堂薬局、ブリジストンリテールジャパン㈱、㈱アルファ

金融業・保険業 糸魚川信用組合、長岡信用金庫、新潟県農業共済組合
不動産・物品賃貸業 植木不動産㈱、㈱リビングギャラリー
専門ｻｰﾋﾞｽ業 （税）ツチダ会計
生活関連サービス業・娯楽業 ワタナベグループ
医療・福祉 ( 福）柏崎刈羽福祉事業協会、（福）中野区福祉サービス事業団
他に分類されないサービス業 （一社）日本自動車連盟（JAF）、㈱エイジェック、刈共㈱
地方公務・国家公務 愛知県警察、上越市、長岡市消防本部、新潟県警察、大阪府警察

令和 4 年度の就職内定状況



地域とのつながりネットの大学managara

ネ
ッ
ト
の
大
学
ｍ
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ａｇ
ａ
ｒ
ａ
レ
ポ
ー
ト

ネットの大学 managaraで学ぶ学生の声を一部ご紹介します！

スタンダードコースには、スタディコーチによる学生のライフスタイルや目標に合わ
せたサポートや学生同士がオンライン上で集まって学修を進めるオンラインクラス
があります。プロジェクト型学習（ＰＢＬ）では地方創生の課題に仲間とチャレンジ！
先生からも褒めていただいて、リーダーとして頑張った甲斐がありました。将来は
学んだことを活かして観光業界で経営や運営に携わり、地元に貢献したいです。

関口  響仁さん（スタンダードコース）

セカンドキャリアを鑑みると、「高卒」の肩書だと大変だとわかっていました。
managara は講義が 1回約 10分という設計なので、遠征中などの移動時間で学
修を進められます。試合日の前後はサッカーに集中、練習のみの日とオフの日に
学修を進めるというルーティンにしています。
今後の目標はまずはサッカー選手として日本代表に選ばれること、そして将来は
サッカーに限らず、経営者としてチャレンジしたいと思っています。

弓場  将輝さん（ベーシックコース・Jリーガー）

美容の世界に飛び込み 27歳で店を任されて以来、日々がむしゃらに働いてきまし
た。経営を肌で感じながらここまできましたが、今後は肌感覚だけではない、理
論的な話ができるのではと思っています。
今は息子や娘と一緒に机に向かっています。仕事の忙しさや難易度によって受講
する内容を選べる自由さがあるのもいいですね。仕事との両立は大変ですが、家
族はもちろん、お客様にも応援していただいています。学びながら気づきを得て、
自分の武器にしていきたいですね。

中村  文彦さん（ベーシックコース・美容室経営）

managaraDays ― 学生の声 ―

　Ⓒ OITA F.C.  

レ
ポ
ー
ト

地
域
貢
献
活
動

こちらから
ご覧ください

managara Days
続々更新中！
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「
３
年
ぶ
り
」
に
開
催
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
精
力
的
に
参
加

令
和
４
年
度
に
入
っ
て
、地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が
次
々
と「
３

年
ぶ
り
」
の
開
催
を
果
た
し
、
こ
の
間
、
地
域
で
の
活
動
再
開
を

待
ち
焦
が
れ
て
い
た
学
生
た
ち
は
、
精
力
的
に
様
々
な
場
に
出
向

き
、
地
域
の
方
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

毎
年
６
月
14
～
16
日
に
開
催
さ
れ
る
柏
崎
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
「
え

ん
ま
市
」
も
様
々
な
対
策
を
講
じ
た
上
で
開
催
さ
れ
、
権
田
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
（
ま
ち
づ
く
り
・
地
方
行
政
分
野
）
の
学
生
が
中
心
と
な
っ

て
、
産
大
の
ブ
ー
ス
を
出
店
し
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
産
学
官
連

携
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
市
内
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
商
品
の

販
売
や
Ｐ
Ｒ
、
子
ど
も
向
け
の
「
糸
引
き
く
じ
」
な
ど
、
若
者
ら

し
い
ア
イ
デ
ア
を
凝
ら
し
た
、
活
気
溢
れ
る
出
店
で
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
に
は
史
跡
「
飯
塚
邸
」
を
会
場
と
し
た
「
た
か
だ 

竹
あ
か
り
」
イ
ベ
ン
ト
に
準
備
段
階
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。
市
内

の
荒
れ
た
竹
林
を
整
備
し
て
作
っ
た
２
０
０
０
本
以
上
の
竹
灯
篭

を
点
灯
す
る
と
、
夜
に
は
幻
想
的
な
あ

か
り
が
庭
園
に
広
が
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
会
場
に
は
、
卒
業
生
や
こ
れ

ま
で
の
地
域
連
携
活
動
で
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
も
多
く
駆
け
つ
け
、
参
加
学
生
た

ち
に
温
か
い
言
葉
を
掛
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
学
生
ら
と
地
域
の
方
々
が
、
と
も

に
地
域
に
に
ぎ
わ
い
が
蘇
り
つ
つ
あ
る
こ

と
を
喜
び
合
う
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

新
年
度
に
は
子
ど
も
た
ち
や
年
配
者

と
の
交
流
機
会
も
増
や
し
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
「
人
と
人
の
つ
な
が
り
」
の
中
で

多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

産
業
大
学
×
原
酒
造
＆
阿
部
酒
造
「
地
元
酒
蔵
の

　

 

魅
力
と
日
本
酒
の
新
し
い
楽
し
み
方
を
再
発
見
」

附
属
柏
崎
研
究
所
は
11
月
12
日
、
26
日
の
２
回
シ
リ
ー
ズ
で
第

５
回
柏
崎
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
歴

史
文
化
の
拠
点
、
地
元
酒
蔵
の
魅
力
を
学
ぶ
」
で
す
。
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
各
回
と
も
前
半
に
酒
蔵
や
お
酒
に
つ
い
て
学
ぶ
「
蔵
元
シ

ン
ポ
」
と
後
半
の
「
日
本
酒
と
フ
レ
ン
チ
の
組
み
合
わ
せ
体
験
」

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
１
回
目
は
原
酒
造
を
会
場
に
県
醸
造
試
験
場
の
金
桶
光
起
場

長
よ
り
「
新
潟
の
日
本
酒
」
と
題
し
た
講
演
及
び
蔵
元
の
原
𠮷
隆

社
長
か
ら
は
蔵
の
歴
史
や
酒
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ま
た
フ
レ
ン
チ

の
鉄
人
小
早
川
陽
青
氏
か
ら
は
フ
レ
ン
チ
と
日
本
酒
の
可
能
性
に

つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
、
参
加
者
は
興
味
深
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。

後
半
は
ザ
・
シ
ャ
ン
カ
ー
ラ
に
会
場
を
移
し
、
地
域
色
豊
か
な
フ

レ
ン
チ
と
ひ
や
お
ろ
し
等
蔵
酒
と
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
を
楽
し
み
ま
し

た
。（
参
加
者
20
名
）

第
２
回
目
は
阿
部
酒
造
を
会
場
に
金
桶
場
長
よ
り
「
日
本
酒
の

美
味
し
さ
」
と
題
し
た
講
演
及
び
阿
部
裕
太
六
代
目
蔵
元
か
ら

は
酒
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ま
た
松
蔭
大
学
の
古
賀
学
教
授
か
ら
は

酒
文
化
と
観
光
の
可
能
性
に
つ
い
て
お
話

が
あ
り
、
会
場
か
ら
質
問
が
出
る
な
ど
熱

気
が
感
じ
ら
れ
る
シ
ン
ポ
と
な
り
ま
し
た
。

後
半
は
、
キ
ッ
チ
ン
１
０
５
で
、
西
村
シ
ェ

フ
渾
身
の
地
産
フ
レ
ン
チ
と
レ
グ
ル
ス
等

蔵
酒
と
の
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
を
満
喫
し
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。（
参
加
者
19
名
）

原
酒
造
の
「
飲
む
人
の
苦
楽
に
寄
り
添

う
幸
せ
を
呼
ぶ
酒
」
づ
く
り
、
阿
部
酒
造

の
「
発
酵
を
楽
し
み
、
圧
倒
的
に
う
ま
い

酒
を
醸
す
」
企
業
理
念
に
改
め
て
先
ず
情

緒
が
あ
っ
て
、
も
の
づ
く
り
が
進
む
姿
に

強
く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

留
学
生
が
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
参
加
し
ま
し
た

柏
崎
市
立
北
条
小
学
校
５
年
生
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は

柏
崎
市
へ
移
住
し
て
き
た
方
々
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
児
童
が

自
分
達
の
住
む
ま
ち
に
つ
い
て
の
考
え
を
深
め
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
度
、
本
学
の
ム
ハ
ン
マ
ド 

ア
ブ
ド

ル　

カ
リ
ム 

モ
ン
タ
ナ
ロ
さ
ん
（
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
出
身
）
が
外
国
人
の
視
点
か
ら
柏

崎
市
の
魅
力
を
話
し
、
児
童
か
ら
の
質
問

に
答
え
ま
し
た
。
両
者
に
と
っ
て
学
び
が

多
く
、
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

生
涯
学
習
事
業
・
聴
講
講
座
等
の
ご
案
内

本
学
「
聴
講
講
座
」
は
、
一
般
の
方
々
が
年
齢
や
学
歴
に
関
係

な
く
学
生
た
ち
と
一
緒
に
大
学
の
授
業
を
気
軽
に
受
講
で
き
る
制

度
で
す
。

ま
た
、「
生
涯
学
習
友
の
会
」
は
、
生
涯
学
習
事
業
を
支
援
し
、

実
り
多
い
生
涯
学
習
の
実
現
を
図
る
と
と
も
に
会
員
相
互
の
親
睦

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
会
員
制
度
で
す
。

聴
講
講
座
の
申
込
や
友
の
会
の
入
会
は
、
毎
学
期
は
じ
め
に
募

集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

友
の
会 

年
会
費　

二
千
円

　

※
入
会
後
、
聴
講
講
座
受
講
料
が

　
　

１
科
目
二
千
円
引
き

　
　
（
通
常
１
科
目
15
週
で
一
万
円
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

新
潟
産
業
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
事
務
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
５
７
（
２
４
）
８
４
４
１

e-m
ail

： renkei@
ada.nsu.ac.jp

「たかだ竹あかり」飯塚邸会場の様子

キッチン 105 会場

えんま市での出店の様子

梅比良学長の開会挨拶

北条小での交流事業
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授
業
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
生
活
の
す
べ
て
が

フ
ル
オ
ン
ラ
イ
ン
で
完
結
す
る
「
ネ
ッ
ト
の
大
学 

ｍ
ａ
ｎ
ａｇ
ａ
ｒ
ａ
（
経
済
学
部
経
済
経
営
学
科
通

信
教
育
課
程
）」
は
開
設
よ
り
２
年
目
を
迎
え
、

５
５
０
名
を
超
え
る
学
生
が
全
国
各
地
で
そ
れ

ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
学
び
を
進

め
て
い
ま
す
。

今
回
は
今
年
度
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
ほ
か
、ｍ
ａ
ｎ

ａｇ
ａ
ｒ
ａ
で
学
ぶ
学
生
の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

★
オ
フ
ラ
イ
ン
交
流
会
を
実
施

「
フ
ル
オ
ン
ラ
イ
ン
完
結
」
と
は
い
え
、「
実
際

に
キ
ャ
ン
パ
ス
に
行
っ
て
み
た
い
！
」「
仲
間
や
先

生
方
と
会
い
た
い
！
」と
い
う
学
生
の
声
を
受
け
、

初
の
オ
フ
ラ
イ
ン
交
流
会
を
実
施
。
全
国
各
地

か
ら
柏
崎
に
学
生
が
集
ま
り
、
屋
外
で
の
ラ
ン

チ
交
流
会
や
大
学
で
の
教
員
と
の
交
流
会
、
柏

崎
観
光
を
楽
し
み
ま
し
た
。

入
学
後
ず
っ
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
交
流
し
て
い
る

仲
間
と
の
オ
フ
ラ
イ
ン
で

の
交
流
、
普
段
は
画
面
越

し
で
授
業
を
受
け
て
い
る

先
生
方
と
実
際
に
お
会
い

で
き
た
こ
と
、
初
め
て
足

を
踏
み
入
れ
る
大
学
の
広

大
な
敷
地･･･

。
多
く
の

刺
激
を
受
け
、
学
生
は
地

元
に
戻
っ
て
い
き
ま
し
た
。

★
「
す
ご
い
大
学
展ｖｏ
ｌ
・
２ 

 

― 

未
来
の
大
学
進
学
を
考
え
る 

―
」
に
登
壇

「
偏
差
値
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
学
び
の
カ

タ
チ
」
を
テ
ー
マ
に
、
フ
ル
オ
ン
ラ
イ
ン
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
て
学
ぶ
地
域
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
コ
ー
ス

の
学
生
と
一
緒
に
登
壇
し
ま
し
た
。

地
元
を
飛
び
出
し
地
方
に
移
住
し
、
移
住
先

の
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
て
い
る
学
生
が
、現
在
進
め
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
様
子
や
こ
れ
か
ら
の
展
望
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

※
地
域
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
コ
ー
ス
：
フ
ル
オ
ン
ラ
イ
ン
な

ら
で
は
の
時
間
と
場
所
の
自
由
度
の
高
さ
を
生
か
し
、
地

域
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
地
域
を
巡
り
「
暮
ら
し
な
が
ら
」

学
ぶ
コ
ー
ス
。

★
第
２
回ｍａｎａｇ
ａｒａ
祭（
学
園
祭
）を
開
催

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は「
カ
ッ
キ
テ
キ
×
カ
ッ

キ
テ
キ
」。
画
期
的
な
デ
ジ
タ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
の

大
学
で
参
加
者
が
活
気
的
に
過
ご
せ
る
お
祭
り

に
し
た
い
と
の
、
学
生
運
営
メ
ン
バ
ー
の
想
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

教
育
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
の
葉
一
さ
ん
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
た
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
の
ほ
か
、
学
生
が
各

コ
ー
ス
や
個
人
で
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
の
発

表
、
ｍ
ａ
ｎ
ａｇ
ａ
ｒ
ａ
祭
マ
ス
コ
ッ
ト
選
手
権
な

ど
、
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
の
楽
し
い
学
園
祭
と

な
り
ま
し
た
。
２
年
目
の
今
回
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
繋
が
っ
て
い
る
学
生
が
主
体
的
に
企
画
・
運

営
を
担
当
し
、
学
園
祭
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま

し
た
！

オンラインでオープンキャンパスを開催しています。
詳細はホームページをご覧ください。
お問い合わせ先「ネットの大学 managara 教育相談室」
Tel：0120（836）047
E-mail：managara_nyushi@ada.nsu.ac.jp

集合写真

ゲストトーク

ポスター

マスコット選手権



青海波（せいがいは）
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編集・発行／新潟産業大学　新潟県柏崎市軽井川4730番地
　　　　　　　TEL0257-24-6655　FAX0257-22-1300　https://www.nsu.ac.jp/

無限に広がる穏やかな波に未来永劫と平和な暮らしへの願いが込められた文様。
この文様の由来は遠くシルクロードまで遡るとされており、これを本学の校章（３つの波）に重ね合わせ、
地域を知り世界を知ることの象徴として、本学の情報発信媒体である学報の名称に採用しました。

学事日程（2023年4月～9月）
月 日

1日(土)
1日(土) ～ 4日(火)
3日(月)・4日 (火)
5日(水)

3日(木) 
4日(金) 
9日(水)・10日(木)
16日(水) ～ 31日(木)

4日(月)
15日(金) ～ 20日(水)
21日(木)
29日(金)

20日(木)
25日(火)・26日(水)
27日(木) ～ 8月2日(水)

4月

5月
6月

7月

8月

9月

地域理解ゼミナール合同発表会（2年生）
補講日
春学期定期試験期間

試験予備日
学生夏季休業開始
追試験
集中講義期間

秋学期卒業者発表・成績発表
履修登録期間
授業開始
9月卒業式

2日(金)
10日(土)

創立記念日授業日
個別面談・父母の会総会（予定）

入学式
履修登録期間（新入生）
ガイダンス・健康診断
授業開始

行　　　事　　　等

ゼミや部活動、学内イ
ベント、学生の日常など
本学の魅力を学生の目
線で積極的に取材し、
SNSで発信しています。
ぜひご覧ください。

お申し込み・お問合せ ☎0120-787-124（入試・広報課）

青海波新潟産業大学報
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CAMPUS TOPICS
部活動・サークル活動
授業紹介
図書館だより
キャリアサポート
地域とのつながり
ネットの大学managara
INFORMATION

３
４
５
６
７
９
10
11

特集
「AI活用人材育成プログラム」
導入

( 担当窓口　新潟産業大学 総務課　Tel.0257-24-6655　E-mail:soumu@ada.nsu.ac.jp)

　新潟産業大学では、教育研究活動全般の充実･発展を図るため、広くご寄付をお願いしております。いただきましたご
寄付は、｢地域社会や企業を主体的に支える人材の育成｣という本学のミッション達成のために活用させていただきます。
何卒、皆様の格別のご支援をお願い申し上げます。

新潟産業大学基金
ご支援のお願い

春の特別オープンキャンパスを
開催します
春の特別オープンキャンパスを
開催します

・学部、学科概要説明
・入試、奨学制度概要説明
・キャンパスツアー
・在学生とのフリートークなど

内容

※最新の情報は本学ホーム
ページをご覧ください。
　４月以降の日程も随時更新
予定です。

※申請には世帯収入、もしくは保有する資格検定等の条件がございます。詳しくは本学HPをご確認、または入試・広報課までお問い合わせください。
◎返還不要　◎原則4年間給付を継続　◎年間30万円（4年間で120万円）の給付型奨学金

給付型奨学金　　　　　　　　  を新設しました愛称：シン・スリーブルー

学生広報チームが様々な
情報を発信しています
学生広報チームが様々な
情報を発信しています 【開催日】

令和5年３月25日（土）

1

Twitter
＠NSU_gakuseikoho

Instagram
nsu_gakuseikoho

本学独自

表紙の写真「ほの灯りの魔力」
この写真は、本学写真部で活動する文化経済
学科1年の本田翔大さんの作品です。また、写
っている女性も本学写真部に所属する、文化経
済学科2年の阿達舞華さんです。
「2022年9月、3年ぶりに開催された『たかだ竹あ
かり』にお邪魔させていただいた際に撮った写真
です。ほのかな灯りを放つ竹灯籠に囲まれた浴
衣姿に、どこかいつも見ている日常の姿とはかけ
離れた魔力のようなものを感じ、気がつくと写真に
収めていました。」とコメントを寄せてくれました。
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